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まえがき

従来、数多くの学習参考書が世に問われてきた。たいていの学習参考書は立派なものであっ
て、それを学習者が何度も繰り返して学習すれば英語をかなりの程度に理解できるようになるこ
とは事実である。しかし多くの学習参考書は文法事項の提示と説明に終始している傾向が強い。
こういった文法事項の解説を通して、学習者が何度も英文に接することにより、文法構造と意味
の関係に気づくようになってくれることはたいてい学習者任せになっていると言わざるを得な
い。本当に英語が分かるということがどういうことなのかを念頭に置き編集された学習参考書は
ほとんど無いのではないか。

本書は単に従来のようなやり方で文法事項を網羅しただけの学習参考書といったたぐいの書物
ではない。本書は上でも示したような観点から英語の様々な構造が互いにどのような文法的関係
になっているのか、また、その意味的な違いが何なのかなどといった問題を正確に確認事項を通
して把握できるように配慮してある。各ユニットの「Step1 必修事項の確認」での文法事項の
提示や解説の仕方は従来の書物に見られるようなありふれたものではない。文法事項の把握とは
何を意味するのかを理解して頂くために、従来には見られなかった観点を採り入れている。

次に、上記の確認事項と有機的に関連する多種多様な演習を提供している。各ユニットのStep2 

Exercisesで提示される問題は従来からのありふれた形式とは異なり、従来には見られなかったよう
な観点からの発想による問題である点で極めてユニークなものである。学習者が本書に真剣に取り
組み、本格的な英語実践力を身に付けて下さればと願う次第である。

本書に見いだされる不備は何であれ、著者一人のものである。読者諸賢のご指摘やご叱正をお
願いする次第である。最後になったが、本書出版の意図を理解し、本書の出版を快諾して下さっ
た大学教育出版社長・佐藤守氏、ていねいに校正を見て下さった社彩香さんをはじめ編集部の
方々に心からの謝意を表しておきたい。

平成 28 年 3 月
晩秋の京都下鴨にて

著者記す





英語実践力獲得への道 
── ストラテジーと演習 ──
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